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平 成17 年 度 財 政 状 況  

一厚生年金保険－  

1．収支状況  

2．給付状況  
（1）受給権音数．．年金総額、老齢年金受給権者平均年金額および平均加入期間  
（2）老齢年金受給権者（老齢相当）の年齢構成  

3．被保険者状況  
（1）被保険者弓臥．被保険者の平均年齢、標準報酬月額の平均、標準報酬月額総額、標準報酬総額等  
（2）被保険者の分布  
（3）標準報酬の分布  

4．積立金の運用状況について  

5．財政再計井における将来見通しとの比較  
（1）収支状況の比較  

（2）被保険者数及び受給者数の比較  

（3）財政指棟の比較   

厚生年金 平成17年度財政状況等の概要  

1．収支状況  
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厚生年金の収支状況の概略図（平成17年度）   

共済制度  
国典済・地共済・  

私学共済  
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l口二公社・l口農林年金  

（存続組合・指定基金）  

注■運用収入及び年度末積立金の［］内は、年金資金運用基金における・†i場運用分について、株式等の評価損益も運用収入に含める時価ベースで評価したもの   
であり、現金ベースの収支を示す厚生年金の特別会計の決算とは異なる。ただし、運用収入は、年金儀金運用基金納付金相当額を控除した竜）のである。   
なお、時価ベースの評価には、旧年金福祉事業憎から承継した資産（承継資産）に係る損益を含めており、承継資産に係る損益の厚牛年金・伺民年金への   
按分は、厚生年金・国民年金の積立金の元本平均残高の比率により行っている。  
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2．給付状況  （1）受給 
権者数、年金総額、老齢年金受給権者平均年金額および平均加入期間  

3月末卜平成17年3月末  平成18年3月  前年との比較（伸び率 ％）  

千人  
877 （3．6％）  
356 （3．2％）  
366 （4．4％）  
11 （2．3％）  

144 （3．3％）  
1蓮町  

4，331 （1．7％）  
2，604 （l．5％）  

185 （0．8％）  
34 （0．8％）  

1，508 （3．鍋）  
千人  

823 （3．7％）  
361 （3．4％）  
314 （4．2％）  

6 （1．8％）  
1」乙（3．5鱒）  

億円  
4，739 （2．0％）  
3，088 （1．8％）  

133 （0．6％）  
8 （0．3％）  

1，51p iむ些）  
二千人  

54 （2．9％）  
△5 （△0．7％）  

52  （7．1％）  
4 （3．5％）  
3し旦7％）  
億円  

△407 （△3．2％）  
△484 （△5．7％）  

52 （3．4％）  
26 （2．1％）  
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佃   ■】  宣言   付  0  0  り  0  0   0 （0．0％）   

千人  千人  千人  千人  千人   f人   
J十  ：う6  4ニー  55  6パ  パ2   14 （20，（賊）   

「  柵  】H  21  27  ：う1  1Ⅰ   J （ 2仁珊）   

相  当  18  22  28  34  41   ／（19．7％）   

掛J」  位llj  イ扉】  似1  僻目   億H   

言I  5こう：う  （う2こ三  745  886  1，027   141 （15．9％）   

相   当   給   付  46日  5▲1▲1  fう49  77ロ  ボ92   】22 （15．9％）   

相  当  給  付  65  7H  （妬  116  135   19 （16．調）   
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老   齢  
通   芭  

老齢年金＼I（士勺年金り翻  

（老齢印、▲1）  
隠額支給されたも爪を除いた  
平均年金月額  
減額女給されたヰJ〔ノ）Jl  

平均年金月額  
上記の老齢年金、1（均年金ノi有刺こ老齢英雄  
年金教材）推．汁佃二を加算した平均年金月紗   

繰上・繰「女給を選択Lた者、定額部分机   
女給開始年齢に刺通してい′てごい首を■除外l  
た平均勺金．Il鰍  

老齢年金平均加入期間  
（老齢軸：一1）  

H  トリ  H  H  H  
ト14，5桐  112，017  138，H：12  133．37′1  131，13ニヱ  

P】  l†j  ド】  ll］  円  
1∫14，・155  141，t）（う0  1：1H，7†）4  1：う3，こミ07  131，07コ  

「工】  円  円▲  F】  l－j  
152，501 115，41：う  11l．2ウニう   t37．R7：う  1：15，41二1  

W H H  H トリ   
172，7。517冊，“冊 ＝拍，小圧ぅ5．。H二i   

lI】  I・」   lリ  

174’470 

月・ 月† 月・ 月 月  
二‡67  ：う71  ：う7′1  ：う77  ．けれ  

H  
△ 2，2J12  

門  
∠ゝ 2，2こう5  

円  
△：∴邪O  

H  
′＼二川：う  しユ0，2淋）  

△ 別）：弓  （△0．5宰．）  

合 通芭年金平均隼金月額  
（適老相当）  

減額女給されたヰ，ノ）を除いた  
平均年金刊客   

円 円 円 円 円  
25，71日 

円  円 円  叶  円  
25，71日    25，07リ    2」，171  ：三3，188    22∴うHU  

P］ H W lJ 「」   
20I41H 1川こう 17・：‖0 17，こ削 

月 月 月 月‘ 月  
83  83  83  84  日3  

円
 
 ∧．捌澗  （△：1．5％）  
円
 
 ∠△ Hり8  （∠つ、：弓 5％）  

減軸支給された車Jし′）JJ   

、ド均年金月恕  
通居中余、巨均加入期間  

（通老相当）  

H
 
 
 
0 （O U％）   
月  

∠ゝ1  し′へ、1．2％）  

－1  

てF成14年こjJl圭平成15叶3‖上平職1硝＝こ川来平成17隼3J】木平成1硝ニ3．1】   前隼と√）比較（伸び率 γ、）   

金  Ilj 1り 日 円  円  
200，4日9ド〕19川Hlt）5，840l軋9891町662  △32日（△0．2％）   

たヰ，のを除いた  I】j  lり1   1】j  llj  ll   lリ   

20（1，715  19H，tj17   巨痛．12ト；  川り，2】：う   tHリ，日日】   △：iこう2 （△0▼2％）   

たヰ，ぴ）直  「り  ll」 ll】  lI】  l－   1り   

1とほ，H58  17（），ニー11  177，かIH  174，8郎）  17こい）～）6   △ 873  （△0．5％）   
入  †］  Jl  ノ】   月   

4U8  41】  415  418       421   ：与 （0．7射   

金  円  「1  円  円  円   円   
（；4，HH2    65，4（う2   （う5，745   65，931   67，22Fi   l，297 （2．0％）   

たものを除いた  H’  H  ト1j  H◆  ll」   円   
61，紺2    65，46二う   （；5，7′15    65，931  67，228   1，297 （2．0％）   

た肇．〔り机  再  Ilj 1り ‖ 】－   lり   

ニ和，】66    27．796    26，579    26，579   0  （0．0％）   
期間  正  月  扉  か  †】   H   

91  91  リ2  92  †）2   0  （（）．0％）   

金  lリ  ーIl  ll】  lり  l」   

11l，7（う0  111．5：1二！ 】川，41H  l00．945   川り，66こう   ∠＼2バ2 （ 
た電）のを除いた  ‡ヰ  ドj  トリ  H◆  巨   ＝   

111，‘109  111，24ニミ  11（），15：∋  10t），704  109，・127   △ 277 （△什：欄）   
た卓，げ〕J）  円 【－1  廿  【り  円   円   

135・（）45112t）・440  127・8141126，691 126－72（）   38  （り．0％）   

入  ノ】  J】  ノ巨  ノ】  J】   

277  2HO  284  287  28リ   り  （（）．硝）   

金  H  11  ドj  lリ  H   H   
4H，9リ：j    4リ，52′1   1リ，51（i   49，H4パ    5仇甘粕   1，0∫11 （2．1％）   

た≠ノ〃）を除いた  川 l・】  1】j  l車 巨   111 
4と⇒，993    49，5：Z5    ∫19，516    49，84と葺    50，889   1，041 （2．1％）   

たも棚  ‖ 叶 叶 円 円   円  
14，49913，68012，01412．014  0（0．（）％）   

人  月一  
軒  

月   H   

77  78  78  78   0 （0．0％）   

老齢隼金平均年  
（老齢相当）   

髄廟戌給され   
、ド均年金月軸  

老齢隼金平均加  
（老齢柵1）  

工適老隼金平均年  
（嘩老相当）   

● 
・   

過  
（適者相当）  

老齢年金平均年 （老齢1）  

世  

加  

適老年金平均年  
（適老相、1）  

：：∴： r 
適老年金平均伽  

（通老相当）  
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平成13    平成l咋壕平成1叶度平成1叶摩平成1叶暦   前年との比較（伸び率 n）   
老齢咋金平均隼企月触  H   叶   H  ドj   H  H  

男   （加入期間20年以Lの新規裁定・退職／1三職計）           1：i8・二う∫′】2117－2椚112，10（）108，65010578こう  △2，867（△2，6％）  
除いた 正  円† H  

女  …，二律  △2，8や7（△2．6％）  
‖ ，．j ‖  

計   106，972  牟2，27P（△ざ・2％）  
老齢年金平均加入期間  月  月 月 月 
（加入期間20年以トの新規裁定・退職／i三職計） 

月  
409  。．2 。12 。Ⅰ。 。12 

老齢年金平均年金月額  
△1（△0，2％）  

＝  

△3，231（△3．0％）  
男  円  （加入期間20年以1二の新規裁定・退職在職計 †減額支給されたもわを酎、た  

平均年金力額  
円  

1榊28  △3，231（△3，0％）  

性   
両  

△4．鱒79（△4．6％）  
老齢年金平均加入期間  ノト   111，8。9円j  

M  432  434 ∫134  434  434   
老齢年金平均隼金月額  

0（00％）  
円  円  円  円   円   

（伽人期間20年以上の新規裁定・退職在職計）113，4    112592111655110035   4l，亘2旦（∧事・5％）  

女  113，4  △l，621（△1．5％）  
たものの  

rl】† 1り† 日  
惟   至，631（7＿0％）  

R   H9，7  
力r 竺 

月  
‖   l（0∴摘）   

「又緒」に ミる 二金′＼には一瓢支給停止額を含む。  
lH法厚生隼金保険、旧法船員保険、新法厚生年金保険、旧三共瀦組合に係る分（改正前国共済法に基づき 裁定された年金給付）及び旧の 

農林年金分合計である∩  

特  記  笥  減額支給は、」口＝二共済組合に係る分及び旧農林年金分に限る。    4 
・平成lこi年度以前は、旧農林年金分を含まないn  

5・朋女別の老齢年金（老齢相当）平均年金ノ欄及び通算老齢年令（通老相当）平均年金月額並びに加入 期間2（）年以トの新規裁定の老齢年金平均年金月額は、老齢基礎年金額（旧農林年金分）を含まない 

－ 6 －  

平成1ニ1年3月未   平成15年3月末  平成16年3月末  平成17咋3月末  平成18年  3月末  前年との比較（伸び率 ％）   
＝・適中相当  1′14 584   】42 017  】3ボ 832  l‘i3 374    円  

≠人  356千人（二i．2元）  
報酬比例部分  97，Of】5 ll】   97．639  円  97，849 ii】  97，536 1り  97．380 1】  △156 【り  （△0．2％）  
定額群分  36，720 lll   33，937  円  32，575  円  28，261  円  26，1（）0  円   △2，161 円  （△7．6ち）  
加給年金部分  8，702  日  8，590  円   

8408  円   7，576  円   7、652  円  75 円 （1，0‘も）  

金鰹付）推計値を加等した平均年金月額  7乙7倶   ，リ2    65  t）  165 083  3（）        0‘  
男  60歳未満（合計）  148．二りO  llI   145，974 1り  147，389 l11  148，269 1】  156．701 lll  8・432円（7％）  

受給権音数  33 千人  2R 千人   26 千人   20 千人   20 千人  △1千人（△2．鍋）  
特  ‖0，977 円   

新  409千人  406千人   447千人   428千人   353千人  △75千人（△Ⅰ76≠）  
女  別  169 57とI H   16（）897  H  15 ■  

受給権音数  574 丁人  635 千人   618千人   638千人   575千人  △631■人（△9．9％）  
支  ltI7，5こぅ8  円   16ポ．823  円  t67．】46  円  lf】6．290  円  】62∴）30  円   △：i∴i59 円  （△2．0％〉  

受給権音数  524 千人  606 千人   672 千人   649 千人   677 千人  28f人 （i一議手  
合  1f）9．0741I   

部  495二千人  546千人   6211二人   6日9一人   663丁人  △26「人（△3．8％）  
分  168．533 円   △605日（△0．4％）   

受給権音数  5bZ「人  512千人   55（）千人   631一人   698千人  67「人（10．7％）  
計  1ご  

受給権者救  4   5．026千人  5，50】千人  5，998千人  6，564千人  566千人（9．▲l％）  
基脚卜命餉♂）推計値を加算した平均年金月蝕   け㍑  385 †】   180，3331リ   177，312 円   17529dli】   173666 円     △＝24lf】（△古彿i  

旧準  16  △694円（△0．4％）  
受給   2   2，387千人   1．973「ノ＼  △14（）一人（△6．b％）  

報酬比†珂部分  73．525 l   73．23（） l】  79，172  円    78．399 【ij  △94ド】（△0．硝）  
定額部分  R2，R17  円   行2，712  円  81，464  円  月】．川1  円  HO．949  円  △】52 円  （△什2％）  
加給年金部分  7．520  円  7，274  円   

6，042  円   

5．789  円   

5，541 円  

△248 円  （△4．3射   
（注1）中萩1掴二度以前は、報酬比例部分、定積部分、加給年金部分について軋旧三共済組合に係る分及び旧農林年金分を含よない 

（注2）定額部分は、新法基礎年金に係る分を含まない‘，  

（注3）1ア成13年度以前は、IH農林年金分を含まない 

17 －  
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中産1い十」日栄  平成15隼311未  平成1f川二3日末  平成17隼1‖未  平成1と貞勺iこiり未   前隼とげ）11二較（伸びヰ ′り）   

と鮪・j圭！隠年金下り年金目指′と齢和、11・j控平川、Iiト  ！7（ll川  円  lri7．r〉55  日  王fう：1∴iパ：1 H  151う．27∩  円  ほ・】．い】1  円   ∠12，ご5ホ 円  し1ト1㌔）  

′■ム結樟者憾  l∴！7 †・人   l∴）パパ 「人   7．：1（：iT人   7．（lパ：！ナノ、   7，－‖バ 千人  2：11千人  J！．】≠）  

報酬比例部分  l】t〉．Ht）言  】】  12り∴う1うこ亨  l】  lh＼γ梢 l】  1】札付市  Ii  1川，ti75  1】  ニ▲ ㌣乱 lJ    t）〕1）  

定勧許労  37，】二う5 1】  M．川1 11  コ3，‖7 1j  ご7．【う45 1】  烏．帥1 1I   △ 2，145 llj  （ユ7．H㌔」  

加給年金部分  ‖。封り 【1  11．20日  H  1tJH4り  H   t），62リ  ト   ウ．冒こ1H  P  二09 H  （2．2㌔）  

牲磁年金額ノ）推計値を加甘した平均年金川封  ：川〉，1“リ  Pl  1リ）りうり  円  1リ（i，2リ1 円  l川），1了り  円  】jり、1  5  円   二＼ゝ：iOl 円  （ム什2％）  

刷歳末満（甘汁   17t，1… l」  17（I，り7：1  r】  1柚，Hl吊 Il  1帰しエl； l】  17：i（  t  l」   1．HりIl】 （巳，りも）  

里  受給権音数   2■l 十人   ：∠l 千人   ＝∩ 干～   川 千人  7 千人   l千人  （11％）  

竹  lli，5圧 「r】  1】コ、3：！′l 11  ＝仁1十  川  1りH，帖lう  円  1〔）7．1   

新  が細 十人   コバ4 千人   ：うトI f人   ：冊2 千人  2   △封 千人 （．ご二＝けヾ）  

別  1さ一≡J，二ざ）こi  P】  1t）133り  H  1Hリ∴／ご1  H  11り，リバ4  トリ  1（〕リ．出3リ  H   ム1．145 Iリ  （△1りも）  
■、追給推古敏   1】1†′人   45H r人   11（j T■人   156 一人   110 rノ、  △▲小i干ノ、 （⊥101≠）  

女  】l）1．什叫） 門  目し町＝  「r】  ＝∴571 円  1〉】，】2（） 円  川h，！）55  「1   ム1．川5 円  （△2：∠㌔）  

受給権有数   37丁 千人   138 千人   】冊 ナノ、   ∫17ご 千人   1リ0 千人  川 千人   し 3，8％）  

給  1鮎．7Fリ †】  川3，7tう2 ll  lり2，7RO lり  川L5：55 lll  1リ0．125 ll   △l．41り lリ  （′ユ（），71）  

部  こ1トト rノ、   3リ1 r人   44リ r人   5（）1「人   射㍑＋1「人  △ 2り r人  （△3，リ％1  

うナ  付了▲17〔イ  ド】  】96、1H4  ト  1リ】，725  rl】  1t）1．441う  「】  1t）0．1了7  111   △1，26リ H  （ユり．7一も）  

受給権者救   5日 「人   ：ihH T人   1Ul r人   45h rノ、   5（jバ ーノ、  52「人 （】l4％）  

H  14fi．151 1I  】1コ，1G：i 門  ト10．3日リ lI  】：う8．∫17汚 「  1こi弓．リ‖  lTl   △】，5し；7  円  （∠二、ゝ11≠）  

受給権音数  L＝叫、「人   3．言73 千人   3、R！）7 千人   1、237 千ノ 1．622 イ人  制5千人  （り．1≠）  

基礎隼金爾〝J推計鰭：車力＝乱し／二＃虻車十守I】和   ごt）7Hhl l】  205．佃1 1J  202，】：iリ 1】  2り0．㌢川 l】  ＝頼．・い肘  l】   △】，75リ l】 （王′＼）圧し略）  

け1法部分  2r）1う，5：うtl H  コ（）5．R60 ‡ユ】  201，5リリ 【1  ＝（）4、56f； トリ  ご05．17（； H  日用  円  （0∴1％）  

・笠給権音紋  1，511†人   1，452 r人   1∴‖憬 「人   1．24〇 r人   1，11（〕「人  ∧1り5 r人  ノ：」パ，4％）  

報酬比†句洗分  リリ，りニ5） l】  川和．ココ7 1l  川5．－i72 1】  】＝ り1■1 l  川（う7ご：5  門  709 1】 （0．7射  

7仁額孟七分  ）1、7洲  円  t）トリ7・1 1‡  冊．〔7t） 川  冊．4こ用 l【l  月†，〔5：弓  「1  1川  円  （q川）  

加給牛条純分  lご，U：7  Fl  】l，ピ55  rl】   り．J17  「］   リ，】15  円   8．9り0  円  ∠ニ 二川 「l （△2′1％）   

用＝＝17成14勺度以前り、報酬比例都うJ、ン古歌許う）、加給年余粁う汁′ついrJl、l日三共済組針一様て1う′及〔下IR農林年金分を宗主ない  

（注2）疑菅沼江圧、新法基礎斗一食に係ろ勺す∴亡くハ、  

川二1いl′成1：i隼喰以前は、附無休年金う）4′言一モノハ、  

ヽ  

平成1〉1隼ニー月末  平成15隼こぅり未  平成16隼：づ月末  平成17隼3月末  平成1日隼こ＝」末  前隼との比較（伸びヰ ■鋸   

老齢・適職年金平均年金月額（老齢榊、⊥i・隠田肛‘i）  

・1支給権音数  

相tコ・ト1  円  軒い刷】  円  Hl，512  円  バ2．H71〕 円  机L捌Ⅷ  円  △lJ嘲） 円  （′12．‘l㌔）  
∴リH⇒ 千人   ：i，】57 千人   ：1∴12R 千人   ‡，・lH二う 千人   ：i．6（15 千人   】22十人 （3▼％）  

報酬1t同株分  ′l只，324 ‡l】  4リ，009 1j  4リ，リ54 ll！  50，2（13 ll】  5u．6】5 1】   4】2 ll】  t O只％）  

走級耗分  35，8コ5 ‡】  33，45（J lり  コ1、53n I】  ヱ9．（i19 1】  27，416 11】  ∠ニ 2．コ  り3 ll】 （エ了，4㌔）  

加給年金部分  3．1）24  H   2，リベ7  1リ   ：i，り2が  H   3．U4ポ  H   2，パ5（） ll】   △．日用 円  （△ti5％）  

駄雄牛金額し′）推計せを加箪1た平均年金川解  11l．TI）り  円  111．7tj4  円  11（いう7：う  門  110．2こぅ1 円  109∴け8  円   1．コ52 円  （ご：ゝ什2％）  

川）歳末溝（合計）   HIい）lト  f】  Hご，り47 ll‡  77∴‖7  ‖  72．（汀州 l】  机．t）■氾 l】  ‘仝2，71日 Il】 （∴3．7九）  

皮  受給権音数   リ 千人   R 千人   （i千人   1 千人   3 イノ、   △l千人  t∠ニューミ3㌔J  

特  105．073  円  105，624  円  】05．5（〕目 11  川4．3甜 「l】  103．148  円  ／二1．2】3  円  （／て＼1，2㌔）  

新  Ⅰ23 千人   121 丁人   l：14千人   127 千人   103 干ノ、   ∧ 24千人 （△1gU彗）  

別  1りご，リ11  H  1り3．4ニュ1  H  1りl．11tI H  10iこり4  H  1（）1．ポ17 1リ  △l．4リ7 H  （△1，4㌔）  

受給権肴故   1fi（）「人   177 r人   17：三 千人   1バ：： 「人   1日5 r人   ⊥へ．17】一ノ＼ （△ウ，5㌔）  

L，二  州，■川tJ 円  】Ol．l1Jl  門  ＝的．1日l 円  川0∴仲1 円  川0．2日t）  円   △1：！5 「】 （△11】射  

受給権計数   ト17 千人   llj当 千人   lヒ；3 千人   178 千人   摘も千人   川 千人  （ 56％〕  

給  98，727 1】  ！）8．255 †リ  9吊，591 ＝  リH．173 1リ  97．畑汗 lり   △ 2  27 ll】  しへゝ02も）  

部  14り rノ、   15ご 「人   172 r人   川7 「人   1とり 「人   △ 6 r人  （△3∴i㌔）  

′ノ  t）7，100  H  97．拙rl  H  96∴i5リ  H  ）（．リ：川  H  96．41（） l】  13 P」 （△05％）  

・受給権青救   い1こう 「人   111 r・人   155 r人   175 「人   191 丁人   1う「人  （H パ％）  

廿  り、1椚  Ill  t札278  円  左し椚b  円  ●il．2ごり  円  GO．6了S  円   △  
受給権打数  l∴井出 十人   1．15二 千人   1，石‖4 f左   1、71）2 千ん   】リ′12 千人   

基礎叶食細山推計鰭を伽親した平り叶凍川籾   ‖－，りl（i l】  】17．リ51 11  】1打21∠ l】  ＝け．2hl l】  11l，5リボ l】  △  
lH法部分  11り，リ5rl ll】  110，り側）  H  】川，り04  ド】  10！），6リ（〕 H  川り．725  H  

′笠給権音数  リ」！）1人   リ：り 丁人   ！附2 「人   輔H r人   Hニう3 「人  

報酬H」何部分  二iT，†う：う】 l】  37，しiぢ7 【】  二川，5＝il】  J9．521 1】  ：iり．t〕＝  l】  

）王額沈分  7什′1Hl l】  7（：，512  円  h！）∴弓：弓5  rt】  柚．ト1H  円  榊，川7 lIl  

Jjll給勺三食部分  1327  円   l．コ12  円   1．102  円   l．0＝l rl】   リ′13  円  ■   
（江1いト成14年度目円；」り、鞭肌七刑部う）、詔裾配れ 力蟻川億蕾け汁’／〕いてLLIR三♯済組合；∴係るうナ及びIH農林q・食う「を含tない  

（江2）雇細部分ほ、新法基礎隼斜こ係る分卜言ふ畑、  

（汁：i）ヤ成1：1年度以前iよ、附農林（ト金1）曳′言主′Jし  

ー！ノ ー  
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（2）老齢年金受給権者（老齢相当）の年齢構成  

－10 －  

3．被保険者状況  

（1）被保険者敬、被保険者の平均年齢、標準報酬月額の平均、標準報酬月顔総額、標準報酬総額等  

平成14年3月未  平成15年3月末  平成16年3月末  平成17年3月末  平成18年3月末   前年との比較  
（伸び率％）   

千人   千人   千人   千人   千人   千人  

被保険者数   計  3l．57f；   32，144   こ】2，12】   32，491   33，022   531 （   t，6％）  

男 性   21．157   21．4注2   21．368   2l．504   21，740   236 （  1．1％）  

女 性   10．419   10，663   10．753   10，987   11．282   294 （   2．7％）   

歳   歳   歳   歳   歳   歳  
計  被保険者の平均年齢  40．7   41．3   41．4   41．5   41．6   0．1 （   0，2㌔）  

41．5   42．1   42．2   42．3   42．4   0．1 （   0．2％）  

女性（2種）   39．0   39．6   39．6   39．7   39＿8   0．1 （   0，3％）   

円   円   円   円   円   円  

標準報酬月額の平均  計  318．679   314，489   313，893   313，679   313，204   △475 （ △0．2％）  

365．143   359．249   こ主58，875   358，607   358，l18   △489 （ △0．】％）  

女性（2種）   224，3】l   22′l，292   224，394   225，663   226，582   919 （   0．1％）  

平成13年度   平成14年度   平成15年度   平成16年度   平成17年度   前年度との比較  
（伸び率％）   

標準報酬月額総額  億円   胞円   使用   億円   億円   億Pl   

（年度間累計）  l．231，930   1，233，692   l，219．199   1，226，226   1，242．45l   16，225 （  1．3％）   

標準井与総額  億円   億円   億円   億円   億円   億円   
（年度間累計）  239，526   242，280   244，632   2，352 （  1．0％）   

標準報酬総領く総報酬ベース〉  億円   億円   億円   億円   億円   億円   
（年度間累計）  

1，458，725   1，468，506   1．487，083   18，577 （  1．3％）   

千人   千人   千人   千人   千人   千人  

被保険者数（年度間平均）  計  32．318   32．685   32，41l   ：i2．650   33，I14   464 （  1．4％）  

男作（1種）   21、532   21，752   21．491   21，538   21，741   203 （   0．9％）  

女性（2種）   10．7】1   10，862   10，853   ll，049   11，310   262 （   2．4％）   

円   円   円   円   円   円  
標準報酬総額〈総報酬 ベ 
ース〉の年度間平均   375．064   374，812   374，238   △574  （  △0．2％）   

（一人当たり月顔）  男増三（l種）  431．495   431，902   431，514   △388 （ △0．1％）  

女性（2種）  263．018   26こl，272   26：l，913   641 （   0．2％）   

1
－
ノ
・
 
ヨ
 

特 記 事 項   ○平成13年度以前は、Il】農林年金分を含まない。   

統計調査の方法   ○平成14年度以前の被保険者の平均年齢は抽出率100分の1の抽H調査に展づく結果である。   
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（2）被保険帯の分布   

0男女合計   
（単位・T人）  

加 入 期 間  ［（隼以ト）  、  （年末溝）1   

、5   5へ11） 10、1515、20  20～25  25、：10  30′～35  35へ10  10′、－   

歳以仁  歳末満  

Ⅰ5   ～  20   

2（）  ～  25   

25   ～  ニう0   

30   ～  35   

35   ～  40   

4（）  ～  45   

45   ～  50   

50  ／－   55   

55   ～  60   

6（）  ～  65   

65   ノー一  

合   計  

苦り 合（－れ）  

（％）  

220    0．7   

4h：う    了．5   

416 】3．5   

881  14．8   

176   12（〕   

717   11：ミ  

42310．4  

50ノ1  10．6  

98012・1  

（i21    ′l．9   

590  1．R  

O22  
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（単位：f・人）  

加 入 期 間  ［（午以上）  へ  （年末溝）］  

～5   5～1010′、・ノ】5 15′、2020／、25  25一－30  こぅ0～：う5  35′、40  40～   

歳以卜  歳末満  
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30   一、J  35   
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計  
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○女性  

（3）標準報酬の分イIi  

－15 一  
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4．積立金の連棚状i児に／〕いて   

し）資産構成（時価べ－ンり  

金  額  構成割合  

億「1］  （1イー  

54（う，320  38．2  

597，51（う  41．ポ  

285，082  20．0  

△25，453  

継琶藻の机益  
吾主ない場∴  1、J128，91とく  100．0   

緋釦幸J）損益  1，403，465   た含む場ぺ  

継草庵り）損益  
て′キ主ない場合   6．11％   

純資産小楯ぷ  6．犯％  
を合む場合  

二」厚生年金の市場適用は、午食資金越川J．ち斜二おいて厚生手金分、国1く年金分、‖年金福祉事業聞から承継した資産  
（承継日産1を合わせて体として運用を子J／」ているこれら全体レ〕運用日産〃〕平成17年度末の時価総頼及び構  

J．k割勘1次ノ〕とJ、；り 
l叫ノぅ伯森   こう4†）．242億「1」（48．ニifう（｝ノ；））  
国内株武  Iホモ），7日9億lり（2（う．28（〆，）  
外国債麿  75，515倍IT】（10，46（）i〉）  
外国株ユ（  】（17，617億円（1－1．リ（）りり  

l：j倍Iリ（ り．00％）  
如期資耳            合  計  722，176億l】j（10り．（）（）tさり  

′二、風継窟正に係る握益州ワニ′卜隼金・l現亡隼企′＼の按分【ユ、厚生隼企・川代隼金机稲帝凍サ′亡本平均残高拉）比率に上り  

了r／ンていろl  

こ〕時仙評他山方法け、市場虻用分の国内債麿、国内株ユし 外l玉＝責券、外ll」株式i二／穴、てはil二度来の市場価格 し運糊手  
教科持l揉緩）、財投債に∴いては簿価（償却原価法）てある、  

区  

預 託 金  

市場運用分  

財投債  

承継資産の累積利差招  

年度末積立金  

連用利回り  

特 記 事 項  

5．財政再計算におりろ将来見通しと（ノ）比較   

（1）収支状況山比較（平成17年璃J  

支  ■i  

給付費   娃礎年金   そ山他  計  
拠日金  

1J  －、  

保険f一   連用収益  基礎年金   そ叫直  言1  

交イ一命  
兆円  兆H  兆H  兆H  兆H  兆H  兆H  兆ト1】  

睾絹  
（基金代i】許分際／ニノ  

【時価ヘース1  

実績推計  

22．0  11∴う  1：弓  37．〔i  ニ川．1  1．1  1．9  15．5  ：う8．6  

「パ，1】  「45．9j  

将来見通Lとノ＼－ス  
をそ′）えた美結納  

一昭記事嶋参憮  
4．（う   ［：肛（）1  21．1  ‖．：弓  （）2  3：三．5  ソ1（〕 】1（ト11  

【l特価ベーース1  

将来見通L  
いlそゎk16り財政再言潤 

20（〕  11」  り．2  こi19  4．（う  28 3  2り H  こぅ．（）  

余命机伸び ・脚・刑余算定対  
t見通l／上り   無音歎｛′つ増価  
2一㌍、程咤伸長〉 （臥重し ⊥り  

1冥．程麿増加）  

縄保険者軟ノ）・ア】日周杜仲岬】  
増加  りノり＿斗  

t娃通し⊥り  し早通t い  
i‖′ご」群笹崎ノ仰 l珂、】パ】‘1  

貨わ⊥里芋／   ら R21）い  

供1  
一半成Ir用度  

1、J降山畢隋1・  

lと通し／1り  

」り；片時廿日  

差〝）iな要凶  

）′束縛推計ノ川三蘭二あた／」て」し  
i、一俵礎叶金蔓イ寸令、l勺兆1リ）を叫更ノ＼支出し’叫l面か「、控除L  
2憮僻村に卑生イI金基金に揺る免除保腫料（＝化P＝を加貴、給付常に埋生〈】金基金ノー代行う＝12雅＝】）及びl鮒純理金（Ol兆l里を加え   

磯城等費用納イ一針U：りと円）亭・控除l  
：！そノ）他収入か「、積立金Lりせノ、し6コ兆円）、解散呼牛社食等剛史余り5兆円）、職域等質用納付金（（）∴り巨円）、旧∴公什共済親和こ係ろ   
縄正金相当額締り金（（）1兆円）及び年金貸金庫用基金漸‖金川牒兆円）亭＝控除し、そJ）他友出か「〉埠・金作′と融合に繰ろ繰l償還（4・j兆円）   
に係ろ常州及び頼椚負担金（01兆‖トを粁絆し  

1僧正金に呼′卜年金基金レ7鳩低創丁準備金等t25ポ兆円）、同庫負担繰延鰊（40兆円）、公社」＼移管稽立金残高け＝兆円）を■伽戊  
5リ雀川収入l二〈窒）∴係る運桐根ノ、t12JE門り象〔下il・金額金運叩基金納付金t（）8兆P】）を伽え  
…小橋圧金l・さ▲ゝに独よ行政甘人ノ、√－出貸金いうち、1亨来の給イ1常等ノ、、J）充当をr・定Lている分（37兆「い を加えた  

】l】拙1、年金拝金席川堤企にゴ；lナろ－1順酬卜鄭二／小て、株式等ゾ硝肱損益ヰ、削M〃＼に含めろ特価一＼∵一スて評価t∴仁ヰノノ）てあり、  
瑚企ノ＼しノしr）爪kÅ・小寸厚′lヰ金山特別会封J）決算とは鞍／亡ろ「  
／〔才一、時価＼－スし，）評価には、ln年金福祉ヰ勘射り■，承継し7こ資確承継窟碇）に係る渦益を含めrJ川、承継掛毎に係る拍益り）  
I？′tq令・国民年金′＼い按分㍑、摩ノ1一事金・Ⅰ那仲卸）絹、ン叙7）几本・平均有賀高♂）比率にLり子J／ノ了いる 
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（2）被保険者数枚び受給者数  

被保険者数  受 給 者 数  
老齢相当  適老相当  障害年金   遺族年金  

千人   千人   丁人   下人   一人  千人  

平成16年煙末                   32，491  10，490  7，492  4，003  
平ノ戊17年度末  33，022   23，156  10，852†  7，805  4，1亘5  

将来見通し  
（平成16年財政再計算）  32，300   8，100   300  23，300  10，600  

羞のtな要因  ○近年の景気の影響による被保険者数の増加。  

新規加入者数  
rセ齢相当  

千人  千人  千人   
幸  l，や7p  ・   

実績一芸芸≡≡冨  H  H  1，503  7り 602  ・  
将来見通し  

（平成16年財政再計算）  

差の主な要因  

脱退者数  失権者数  
r 豆腐面当  宵 障害年金1 惣顔中有   

千人   千人  千人  丁▲人 千人  一人  

594  262  171  18  
実 績  ；写  636   280  18亘  19  「  

将来見通し  
（平成16年財政再計算）  

差の主な要因  

○新規加入者及び脱退者に関する実績統計及び推計値並びに   
新規裁定者数及び失権者数に関する推計値はない。  

○将来見通しは年度間平均値である。  

一18 －  

（3）財政指標の比較  

○年金扶養比率  

決算結果（実績）  

年金扶養比率   ②  

年度末被保険者数  年度末老齢年金  
対前年仲  対前年伸び率   
び率   

注   千人   ％  丁人 注   ％  注  
平成13年度  3．33（3．53）   31，576  △1．9  9，486（8，951）  5．2 （5．1）   

14   3．17（3．36）   32，144   1．8  10，145（9，571）  6．9 （6．9）   
15   3，00（3．19）   32，121  △ 0．l  10，690（10，074）  5．4 （5．3）   
16   2．91（3．10）   32，491   1．2  11，167（10，490）  4，5 （4．1）   
17   2．87（3．04）   こi3，022   1．6  11，523（10，852）  3．2 （3．4）   

注：年金扶養比率の（）内は、年度   末老齢年金受給者を用いて算出したものである。   
年度末老齢年金受給権者数の（）内は年度末老齢年金受給者数である。  
、1（成13年度以前は、旧農林年金分を含まない。  

成16年財政再計算結果  

年金扶養比率   ①  ②  

①  被保険有数  老齢年金  
対前年伸  対前年伸び率   
び率   

百万人   ％   百力‾人   ％  

平成17年度   3．0  32．3  △ 0．0   10．6   3．7   

18   2．9   32．2  △ 0▲1   11．1   4．0   

19   2．8   32．2  △ 0．3   11．5   4．3   

20   2．7   32．0  △ 0．4   12．0   4．5   

21   2．5   3l．9  △ 0．5   12．6   4．4   

注：被保険者数及び老齢年金受給者数は年度間平均値である。   

一19 －  
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【参考】年金扶養比ヰを補完する指標（年令種別費用ヰリ  
隼金庫     費用率  年金種別費川率の総合費用率に対する構成割合  

と齢曹用ヰ   障′去    H甘辛   遺族押用や   老一齢狩川や   障害費用ヰ   避旅費用ヰ   
（1／  ％  ◆十←  

平成14年度   11．5   0．2  2 H  5Rl  10  1ニー9   

15   ＝）．（）  （1．2  2. 1 5H．り   り．9   1ニー，H   

く12り＼  くn‘）〉  く21）う  

1fl   川．2  0．2  2．5  57．5   0．9   ト1＿1   

く1つ2〉  く02ヽ  √30〉  

17   1（）．2  け2  2．5  57－l   （）．9   14∴う   

く12．2ヽ  くり．2ヽ  く：ミ．（））  

14＊   1：三 3   ソ H   5リ fi   O t）   13‘1   

15＊   10．8   0．2  2．1  59．5   0．9   13．2   

く0．2）  tヽ〉  

0．2  2．5  59．■1   0．ミ）   1：1∴1   

ロコ〉  く‘iO、〉  

什2  2，5  5！）．5   （）．H   l：－．5   

く0．2〉  〈3．0二〉  ヽ               16＊  （12．9 1トン く1：i1〉  
、†そゎk15隼度か「〕総報酬制となる（平成15叫空以降のく〉は、標準報酬1】額をもとに算出したもげ）である〔，）L  
＊は厚生年令基金の代子」部分を補ttこLたヰ）の 

ー 20 －  

〔二総合費用華  

決算結果（来電）  
総合菅用乎  ∵＋   てiノ   

祉   ′「ヽ  こリ   （（ち  フ）  十   甘   ㈹   肛  

－ゝ＝狛   一丈質的な  標準報州1総  拾†寸費  基礎年金  そげ）他拠出  同席・公  追加費  基礫年金  そ√）他交  賃金上昇  物価上昇  
女出1．い′∇  

T一号（ウ   

拠出金  ′余（～＝」  経済負担  川  交付金  ＝令等収  

人（注ご   

億H   億円  億円  億円  億H  億■H  億H  億H  億H  ロイ，  十．  

l＼＋ヽ  3日，1ti4  △0．27  

1～）．パ  ∠パ▲11パイ  L2－i‘i6tI2  20：i‘166  リ8 り61   40 0■i6   1′1240  ＿＿AOO：う  へ115  △ 0 9  
1T∴う  41，n45  13，t）21  二i，795  △ 0．27  △ 0．3  

リ「’   ‘ノ1   

】7．パ  こう（）こぅ．（iO7   42．792  1（i．0（iO  ：う，527  ∠＼0，20  0．0  

く」1．．巨  ㌧1、226，22（）′  

17．パ  ′15，394  19，■171  ：う∴う39  ∠二 U．17  △（）∴う  

〈21．i   ㍉1．242，45い   

1tI．（う  2日0．0りt）  1∴∴u．（）0り  207．nOO  9こ5，（）0（）  こぅ9，0nO  1f），00り  4．ー）（〕∩  △ 0．27  △ 0．7  

2い 7  2り6 0りり  】2こi4 川）U  215 00り  リリ りり0   1】り00   14 00り  ＿－＿一生＿（）UO  △】一lム  

18．l  ：iO5，00（）  l．45ぐI．000  220．0（川  10二い）0（）  4】，000  ∠ゝ〔．27   

く」l．  、1，．」1t），000  

lH．H  43．0（〉0  16，nOO  4．0〔）0  ‘へ 0．20  0．0  

′リリ5   く】，226，nn（） 

1日．8  45，UOO  19，000  こ∃．00り  へ 0．17  △ 0．3   

く2ご．5、）   l，212，000ノ   

注l：その他拠出金とご土、「勺三斜某険者拠出金」（「）二とである 
注2：そ♂）他交付金等爪入とは、l国共済連合会等拠日食収入」†職域等費叩納付金」（7）ことである  
注：う 二宮金上キトキミは、作・年齢構わkノ）変動による影響を控除した標準報酬上汁ヰであて）〕  
往4 ニヤ祓13勺▲度以前ヱ1、IH農林隼金分を含まない、  
注5．平成15年一便から総報内州制となる（、n戒15年席1リ、降♂）〈）は、標準報付目月額〃）総細をヰ‥とに笹糾したヰ）ソ）である）  
汀＊：厚生年金基金ザ車1ほ15分を補l董二しノたヰ′のし，   

中耳怖隼財較再計算綜骨  
総合菅mヰ  リ   こj：   宜   こ（i）  帯  こ8）   閲   l抽   乱心  
（1灯  

1川0   実宵的な  標準報酬総  給付費  11．・・  その他拠出  国庫一公  追加餐  基礎年金  そ爪他交  賃金1二昇  物価上昇  
支出…．盾  緋（汀1）  拠出金  金   経済負担  相  セ付金  付金等収  ヰこ  

入   
兆円   兆円  兆円  兆円  兆円  兆Ir】  兆円  兆円  兆円   ％  

1H．5  4．fi  1．3  0．5  

1H．H  ニ12．7  1／lリ．二  2Ll  11∴う  1．（i  （1．（I  2．0   1．2  

lリ．（I  ：i：う．ト  15コ．0  22．t）  ll．5  1，7  ＝り  2∴う   1．5  

1リ，3  34，7  155．0  228  1：Z．0  4．8  0．0  2－7   1．9  

川，H  ：l（う．3  158．∩  2：1．7  主／＋ト  6．（i  （l（l  2．1   1．n   

≡15年僅から総報酬制となっている。   

汀2 再計算結果の給†寸曹Jl、基礎叶金交イ、1金を控除した緩イ）額であろ。  

l二、l  

参（厚午）一13   



（二、独日給トI費用ヰ  

決算結果（実縮）  

独日給付  十   宣  4〕  （Gノ   毒）  （刀  十  ＋十  ㈱   
帝用率   

鮎  娼  

実質的な  標準報酬総  給付常  基礎隼令  基礎隼金  その他拠出  同庫・公  in／ノ日貨  払礎年令  そ♂）他交  貸金卜牒  物価Lシ7    支～什j．一1l．う  
L115  一一す→書   拠出金  拠出金  

りり峰■公議  
渾飼料分際  入（it2l   

億円   1貰円  倍円  億円  億円  億円  l貰円  億円  †貫円  膵円   ％   ％  

平成Ⅰ3年度  13．7                            269，40ノ1  1，231．930  196，228  93．048  62，032  38，16ノⅠ  Ⅰ5，566  右307  △ 0．27  △ い．7   

1■1  1／】．4  2H41と‡■1  1リ33（う92  20：う・旺娼  机上鋸l  l；5（）7ノl   10 U■川   1右∴月旧  4 00ニi  ∠11】5  △l〉．9   
15   12．6  293，410  1．158．7：25  20日，140  102，986  6S．657  jl，045  13，921  3．795  ∠ユ 0．27  △ り．3   

く1こ〉．1〉  く1，】19．199）  

16  12．9  √12，792  16，060  3，527  ∧ 0．20  り0   
く5〉   り   

12．ミ）  15．394  】リ，471  3．331）  ∠ゝ 0．17  △ 巨3   
くt5．4）   く1．212，451〉   

13＊   14．5  280，0（10  1，232，000  207．000  93，0〔〉0  62．（〕00  39，000  16川00  4．000  △ 0．27  △ し7   

ト1＊  15．3  296 0nn  1り’i‘1000  り15（100  99り（）（）  
15＊   103，000   11，000  14，000  4．000  △ 0．27  △ tノ．3   

く16．0〉  く1∴‖玖000〉  
16＊  13．9  ・13，000  16，000  4，000  △ 0．ヱ0  什0   

6   りつ   
17＊   13．g  ご15，（】00  】9．000  ニ主，（100  △ n．17  △ 什3   

く16．6）   〈L212．0（）0）   

注1．その他拠山金とI，吏、r隼金保険者拠出金」のことであるり  
注2：その他交†寸金等収入とは、「国共流速合会等拠出金収入」「職域等費用納付金」Cr）ニとである，  
注3＝賃金ヒ外車は、性・年齢構成の変動による影響を控除した標準報酬上昇率である。  
注4＝平成13隼度以前は、旧農林年金分を含主ない。  
注5’、I城15年度から総報酬制となる（竹j文15年度以降の（）は、標準報酬月緬の総細をヰ，とに幹廿した卓．のである。）．  
注＊ 厚生年金基金の代行部分を補正したも）の。  

平成1（）年財較再計算結果  

独自給付  ②   ③  旬  ¢1  ⑥  環  項）  （守  ⑲  匪   璃  
着用率   

実質的な  標準報酬総  給付費  基礎年令  払礎年金  そ♂つ他拠丑  国庫・公  退朋費  芯礎隼令  その他交  貸金卜牒   物価L汁  
Lニ僅                             支出フ，りバ＿  

（雷1雷○   

拠出金  拠出金  
（国ヰ・公織  経済負抑  用  交付金  付金等収  
請負枠分除   入   

兆lり   兆11j  兆III  兆llI  兆lり  兆円  1＝11  兆H  兆ll】  兆llj   ■〆，  （〆，  

平成17年度  13．5                             31，7  146．9  20．6  111  7∴う  4．6  
18   

α0  〔〉 5  

13．8  32－7  149．2  21．4  113  7．4  4．6  0．0  
19  

12  
14－0  4．7  0．0  15  

20  142   4．8  0．0  19  
∵1  ‖．6  6，G  り．0   10   

注1：、】ろ成1    5年J賢から  

注2．再計算結果ノ）給付費は、基礎年金交付金を控除した後の観である‖  

∴■  

○収支比率  
決算結果（実  繍）  

収支比率  （り  e〕  （3〕  〔1）  （5）  （（i）  （7〕  （8）  （9J  ㈹  qU    鋸）＋l＋舶   止一也  実質的な  給付費  底礎年金  その他  国庫・公  追加費用  基礎年金  その他交  保険料収  運用収入  賃金    物価  運用  
「‾てリ10り （劣＋t妙                                支出√ヱ．ユ．也 e、t㌣胤  拠出金  拠出金  

（注1J   

交付金  付金等収  L打率  
入（注2）   （往∴j  

鯨円  億円  億円  億円  億円  億円  億円  億円  億円  倍円  ％    ヅ，  ％  

平成13年度  】5，566  

「時価ペース・  ［26，54Ⅰ］  ［1．99］  
14  104．7  ‖．二1小  

r時価ペース1  〔2，731］  ［（）．21］  
15   117．2  13，92l   

【時価ペース］  ［6′1，2：12］  ［1，91］  
16  123．8  16，060  

【時価／く－tス】  ［36，934］  ［2．73」  
17  120一汚  1t），47／l   

［時価ペース］   ［91，ポ93］   【6．82］  

13＊  L94．5」  280，000  207，000  93，000   39，000  △0．7  

14＊  ［111．4］  296，000  215．000  99，000   41，000  △仇9  

15＊  ［97．1］  3（）5．000  220，000  】03，000   41，000  △0．3  

16＊  ［113．6］  319，000  23l，000  108，000   43．000  0．0  

】7＊  〔88．9］  ：i24，000  23：】，000  11ニう，000   15．000  △0∴う  

拝1：その他拠出金とは、「年金保険者拠出金」のことである。  
注2・その他交付金等収入とは、「国共済連合会等拠日金収入」「職域等費用紺付金」のことである。  
江3・貸金上舅率は、作・年齢構成の変動による影響を控除した標準報酬上井率である。  
注4・上記の［］内は、年金資金運用基金における市場運用分について、株式等の評価損益も運用収入に含める時仙ベースで評価したもの  

であり、現金ベースの収支を示す厚生年金の特別会計の決算とは異なる〔  
なお、時価ベースの評価には、旧年金福祉事業「円から承継した資産（承継資産）に係る損益を含めており、承継資産に係る損益の  
厚生年金・国民年金への按分は、厚生年金・国民牛釦）積、‘工金の元本、】′均残高の比率により打っている。  

注5＝平成13年塵以前は、IH農林年金分を含まない。  
注6：平成17年度の運川収入には、年金資金運用基金納付金を含めている。  
注＊：厚生年金基金の代行部分等を補正したもの 

平成16年財政再計貴紙巣  

7 ロ L 7 8 
仕トl畠）  

料  （6 鋼   帥    礎  
収支比率  （り  （）  ）  （■〕  （  ）  （〕  （）  13）            Q③    】×10U  

曾†卸   
－ぎイr→ぎ  拠出金  出金  経済負担  交付金  付金等収  ト打率    卜冒率 利回り   

人   
兆円  兆H  兆円  兆H  兆H  兆円  兆円   兆H  兆円  兆H  ％  

＼lそ成17年度  11ノl∴i  4．6  0．0  20．8   l．こう  

18   111－5  32．7  21．4  11．3  4．6  0．0  21．6   3．5  2．0    1．2  2．21   
19   108．9  33．5  22．0  11，5  4．7  0．0  22．6   4．0  2∴i    1．5  2．51   
20   川隠1  ：j4．7  2二2．S  12．0  4．8  0．0  23．5   4．7  2．丁    1．9  こう．UO   
21   】00．7  36．3  23．7  12．6  6．G  0．0  24．5   4．9  2．1    1，0  ：1．20   

注：再計算結果の給付野は、基礎    年金交イ寸金を控除した後の観である。   
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机上上七千 
決算結果（‘i三組  

稲、‘′二比  

㈹－∴〕   

平成1が仁度   

Ⅰう  ［叶仙∴－∴   
1■1  

「叶仙■ヾ1］   

⊂   
‡時価・＼1】   

t6  
【時価こ，石  Ⅰ5  

「時価′、－1］   

】：i＊   「7’ 

11＊   Ⅰ（う 
15＊   l（； 

1（i＊   川．   

17＊   ［6 

汀l：そ♂）  り拠出寺   

ビ   ‖  さ り」  弛   ′iう  

率  了iノ    守 tkナ「′  闘  1      ．  凹  塗        圭良一り／L  給＝錯  ル雌牛金  そ山肌  1、州い小  J巨力l儒川  兢礎隼金  そノ）仙交  前隼度末梢立金  賃金上冒  物価t吊  運川利回   支出引こi  
l－り一γさ  拠川奈  拠り怖  セイ寸金  付令等収  率＝主：1）  率   

＝   

り   
人用」  

億l【】  偵Ilj  僻Ilj  億lリ  偵Il】  佑Ilj  佑lリ  伯■llj   億＝  l汀，   

9  ：軋1（り  

しり  1ト．再往  ′1∴iO7   1∴廿浴∴則り  J二 り，27  土工 0．7   

【l，、う√）（）りり  
田  

＝．†拍」  
′1t）什廿  1l．2′1‖  ′1，り（）二う  

5   

1∴冒：う，リ：j∫1  ノ′：ゝ1，15  JlO．！）   

け．月5∴痛7さ  
巴  

rt）．ごl】   
＝ノ‖ほ  1：う．ナ）21  ：う，丁！）5  L377．〔）2二1  二三（）．27  ′．0，3  

5  【1．．‡2り．ノ17］  
3  √1ご，丁り巳  

r4，別」   
＝LL（州  二1．言二7  1，：j71．1】0  ∠二（〕．2（j  0（）  

‘ノ1   11，．う、）リ1．－】  
⊂  ご1う，：iリ′′1  1（j，171  ：う∴i：うり  し：17丘（う川  

5  【1∴iHご，′1（硝］   

か≠りりり  ごり1，（川り  リ：う，0り（）  ：うり，り0り  ＝Lり（川  ∠i．川川  1】．丁÷）リ，川州1  ∠ユ 什27  ／へ、り 丁   

．  11．（10り  11．nり（）  1，り（州  Ⅰ】，7うl，川和］  ∠＼1．15  △ O t）   
．  41，り00  11，りり（）  tり0り  ［l∴741，00日  △ 0．27  ∠二（〕：i   

二jlリ、（川（）  コニil．Ⅲ州  】りバ，りり0  ・lニ1，川）り  lfう，り（）（  1，t＝0  「1，7■1（い州り」  エ り．2（）  0 0   
．  ′】5，〔川口  川，0（川  二う，r）t）n  「1，711，叩〔）1  ∠ゝ 0．17  ∠二 0．3   

ごとは、l隼令帰隊け理t＝額」（／）二王である  
往2 そげ）他交付金等収人とは、咽町在庫合会で拠川奈服メ」r職域て宇糾‖納†車トい／）二とごあろ   
止：5：賃金上軒率は、什・年齢棉心／）′な動にLる第三響を搾陳Lた標準報酬Lキト妾；でÅりろ 
汗4：トニ言」叫」内ほ、隼金貨金運川根飢」訂け帝世運1】分ミ「／申て、株ユし雪…ノ）評価㈲㍑＝一席川収入「芦＝ノ〕ろ鴫仙ノ＼－スて洲iiけヰ，しハ  

で万一り、現金ベース（川1王女を′舌寸1？′仁年金－ノ州別会計′／成算とは異なる  

なれ時仙ヘース山㌦仙に乱l‖隼七福祉事業用か「」承こ継した綺歴（承継資届）に係る推i益を含めて才ぅり、承継縁確に係る頂益ノ〕  
厚隼叶金・【丁仙こ叶食へ山接分I土、厚†丼金・剛く叶金げ）積立金しりノ」木下桝摘レ〕比率∴Lり子巨」ていろ．   

江5．、1城13年せ以前け、Il膿林年金分をたまない   
汀＊：厚生隼金農令－／〕代子用1分1弓を補‥：Lプ－ヰ〕（／）   

平成】叫朗政市計算結果  

⑥  

しり11）   

立比三      平成】7年度  6．  】H  5．  ＝）  5 J 5  二0  ／！  汗：再計算結果ソト綜  牢   
（1ノ  十」＋  〔こil   川   （て   且   十 1（I〕   ㈱   ＋I十  

′一存Ir／    ノゝ    tり  5ノ        ＋十＋          好日的な  給＝背  農礎年令  そノ）他拠  刃庫・公  迫力l「督用  展確年金  その他交  前年度玉柏立金  賃金l二昇  物価上井  

支‖k－＋こ）  

1－l．－7｝  

拠川令  「＝金  経済烏甘  交付金  付金等収  率   り   
人  

兆Ir】  兆Ir】  兆円  兆H  兆円  り′′  
／  ／11  

2  4．6  0．（）   1－3   
＼  1〔l  作り  1（うこi．り  

ニー：1，5   
1．2  

4，7  什（）  1日），H   

二1L7  
l．5   

・1．8  0．0  158∴；  

：川弓  
1，9  

（う．（）  り．0  】5（；．4   1．0  

‾後J〕締てJ   

参（厚年）－15   
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